
今
夏
サ
イ
パ
ン
へ
行
っ
て

き
た
。
戦
前
日
本
が
委
任

統
治
し
て
い
た
島
だ
。
太

平
洋
戦
争
で
は
激
し
い
戦

場
に
な
り
、
サ
イ
パ
ン
在

住
の
日
本
の
民
間
人
の
多

く
が
戦
争
に
巻
き
込
ま
れ
た
。
そ
し

て
、
島
の
北
部
へ
逃
げ
た
人
々
が
日
本

の
方
角
に
向
い
、
万
歳
と
言
い
な
が
ら

身
を
投
げ
た
岬
が
あ
る
。
今
は
「
バ
ン

ザ
イ
ク
リ
フ
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
当

時
そ
の
岬
の
海
は
死
体
で
赤
く
染
ま
っ

た
そ
う
だ
。
◆
今
回
の
旅
の
一
つ
の
目

的
は
、
そ
の
「
バ
ン
ザ
イ
ク
リ
フ
」
を

訪
ね
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
12
年
前
に
は

天
皇
皇
后
両
陛
下
が
訪
問
し
て
い
る
場

所
で
も
あ
る
。
そ
う
し
た
過
去
を
思
い

な
が
ら
海
を
見
て
い
る
と
悲
し
い
思
い

が
こ
み
上
げ
て
き
た
。
◆
広
島
・
長

崎
・
沖
縄
・
真
珠
湾
な
ど
旅
す
る
毎
に

戦
争
の
跡
を
訪
ね
る
こ
と
に
し
て
い

る
。
そ
の
度
毎
に
単
純
に
戦
争
に
対
す

る
嫌
悪
感
が
大
き
く
な
る
。
今
回
の
サ

イ
パ
ン
の
旅
で
も
同
じ
で
あ
っ
た
。
◆

今
年
に
な
っ
て
日
本
の
周
辺
に
お
い
て

も
有
事
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
。
関
係
諸

国
の
立
場
は
そ
れ
ぞ
れ
あ
る
の
だ
ろ
う

と
思
う
が
、
過
去
の
歴
史
を
紐
解
い
て

み
る
と
、
少
し
の
き
っ
か
け
で
戦
争
が

起
こ
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
ん
な
時
、
戦

争
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ

る
の
か
を
冷
静
に
考
え
て
、
一
歩
立
ち

止
ま
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
◆
過
去

の
戦
争
で
加
害
国
に
も
被
害
国
に
も

な
っ
た
経
験
の
あ
る
日
本
は
、
戦
後
70

数
年
戦
争
に
参
戦
せ
ず
平
和
国
家
を
維

持
し
て
き
た
。
そ
う
し
た
日
本
が
冷
静

な
考
え
を
世
界
の
国
々
に
伝
え
る
役
目

を
果
た
す
こ
と
を
期
待
で
き
な
い
で
あ

ろ
う
か
。
（
Ｈ
・
Ｏ
生
）
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主な記事

医療研/中央要請行動/個別指導講習会…2

面、協同組合ニュース…3～4面、医療安全

講習会/歯の供養祭/公費手引説明会/いい歯

と健康…5面、理事会便り…6面

自公が313議席を確保

自由民主党（以下自民党）・安倍内

閣による衆議院解散総選挙は、10月22日

投開票が行われた。その結果、自民・

公明両党は定数３分の２を上回る313議

席となり、安倍政権継続の見通しと

なった。県内の５小選挙区では５政党

と諸派、無所属がそれぞれ２名ずつの

18人が争い、１区では篠原孝氏（無所

属）、２区は下条みつ氏（希望）、３

区は井出庸生氏（希望）、４区は後藤

茂之氏（自民）、５区は宮下一郎氏

（自民）が当選した。比例代表北陸信

越ブロックは、務台俊介氏（自民）が

復活当選し、元長野県議会議員の太田

昌孝氏（公明）が当選した。県関係で

は計７名が当選した。

長野県保

険医協会で

は 従 来 通

り、予定候

補者に対し

てその政策

を聞くアン

ケートを実

施し、その

結果を公示

日前に会員

に配布し、期日後に回答を得られた場

合には長野協会のホームページにて公

開した。回答が得られたのは17名中11名

（１名はアンケート締切後に立候補表

明の為未調査)だった。

長野協会では、選挙後に当選議員に

対して本アンケー

トへの回答などを

もとに要望懇談し

ていくことを予定

している。

衆議院の議席推移長野県

日常診療における留意点、具体的な対応を中心とした実務書として改定第９版が発

刊されました。本書では、保険診療の基礎知識からカルテ記載、審査・指導・監査対

策までを分かりやすく解説しています。指導についてはその目的や方法を理解してお

くことが大切です。特に審査については、電子請求における縦覧・突合点検、算定日

情報の記録によって様々な問題が浮き彫りになっていることから、重点的に取り上げ

ました。

会員価格：1,400円（定価：2,000円）税・送料込

※歯科開業医会員は一冊無料配布済み

また、本書を使用して右記の日程で個別指導対策講習会を開催します。ご参加希望

の方は電話またはＦＡＸにてお申込みください。

アンケート結果の掲載紙

受給者番号固定化を求める

長野県保険医協会は10月23日、県に

「生活保護の取扱いに係る要望

書」を提出し、担当者と懇談し

た。県からは健康福祉部の担当

課長、係長ら３人が出席。協会

からは、宮沢会長代行、市川副

会長、林常任理事、宮沢事務局

長らが懇談に臨んだ。

懇談の冒頭、宮沢会長代行よ

り滝沢弘課長（健康福祉部地域

福祉課）へ要望書を手渡した。

続いて宮沢会長代行、県からは

滝沢課長が挨拶を交した。

要望項目は、（１）生活保護

の受給者番号の固定化について

（２）固定番号化のためのシス

テム改修について（３）医療扶

助の停止、廃止となった場合の

連絡からなる３点。要望事項は

事前に県に伝えてあり、宮沢事

務局長による要旨説明の後、県

からの回答を聞く形で進められ

た。

今回の要請の趣旨は、2016年

３月に「生活保護法による医療

券等の記載要領について」通知

において従来毎月変更とされて

いた受給者番号を「固定化する

こと」と改正されたが、８月に

行った保険医協会の調査では半

分以上の福祉事務所で固定化に

なっていないことが判明した。

医療の現場ではコンピューター化が進

んでいる中で、毎月番号が変わるのは

非常に非効率だとの声もあり、福

祉事務所としても医療扶助を受け

ている方の状況を把握するのに番

号が固定化されている方が良いの

ではないかといったことで今回の

要請に至った。

番号の固定化について、県は郡

部では統一した生活保護のシステ

ムを利用しているが、今年の12月

１日以降に発行する医療券から固

定化する方向で準備している事を

明らかにした。市に対しても医療

現場から要望があることを伝えて

いきたいとした。また、医療扶助

の停止、廃止については福祉事務

所に対し速やかに連絡を行うよう

周知を徹底していきたいとの回答

が得られた。

要請の詳細については次号で報

道する。

滝沢課長（右）に要請書を提出する宮沢会長代行（左）

歯科 個別指導対策講習会

講 師：池上 正資氏

（長野県保険医協会常任理事）

日 時：2017年12月17日（日）

13：30～15：30

会 場：松本市駅前会館

（松本市深志２丁目３－２１） 

参加費：会員医療機関無料

申込先：長野県保険医協会 歯科担当

026-226-0086 FAX 026-226-8698


